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 要 旨   
 エタノールの一次代謝産物であるアセトアルデヒドはエタノールの行動学的影響に関連

があることが示唆されているが、アセトアルデヒドの体温低下作用やエタノールによって

誘導される体温低下作用へのアセトアルデヒドの寄与についてはほとんど研究がない。本

研究の目的は、これらについて明らかにすることである。メスの Swiss マウスにエタノー

ルとアセトアルデヒドを腹腔内注射して、直腸温度を測定した。実験 1 では、様々な用量

のアセトアルデヒド（0-300mg/kg）の影響をエタノール（3g/kg）と比較した。実験 2 では、

エタノール、アセトアルデヒドによって誘導される体温低下作用へのアルデヒド脱水素酵

素阻害剤シアナミド（25mg/kg）の影響を調べた。実験 3、4 では、マウスにシアナミドと

アルコール脱水素酵素阻害剤 4-メチルピラゾール（10mg/kg）を前処理してエタノールま

たはアセトアルデヒドを投与した。この結果、アセトアルデヒド 100-300mg/kg で有意に

体温低下作用を誘導したが、エタノールよりも持続時間が短かいことがわかった。シアナ

ミドによる ALDH 阻害は、エタノールとアセトアルデヒドによる体温低下作用をより増強

した。4-MP による前処理はシアナミドによるエタノールの体温低下作用の増強を抑制した

が、シアナミドによるアセトアルデヒドの体温低下作用の増強をわずかに上昇させた。以

上から、アセトアルデヒドはマウスにおいて比較的、高濃度で体温低下作用があることが

わかった。さらに ALDH 阻害によるアセトアルデヒドの蓄積はエタノールによる体温低下

作用を強く促進した。また、アセトアルデヒドには体温低下作用があるが、エタノール代

謝の次の段階で生じる酢酸には体温低下作用がないことが明らかになった。シアナミドの

増強作用はアセトアルデヒドの末梢での蓄積によるものであり、これが脳に達することに

よって深刻な体温低下を誘導することが示された。 

 




